
電荷密度波(CDW)は電子密度の空間的な周期秩序であり、外部から直流
電場を加えることで集団的に運動することが知られている[1]。特に興味深
いのは、CDWの集団運動に対して、さらに交流電場を印加したときに起き
る同期現象である。この同期現象は電流-電圧特性中に多段ステップとして
現れ、「悪魔の階段」と同様にフラクタル性を有する。このフラクタル現象
には不純物によるピン止め効果が重要である。
最近、CDW物質NbSe3に対して、交流電場の代わりに表面弾性波(SAW)

を印加した実験[2]が行われるようになってきた。そこでも、交流電場を加
えた場合と同様の多段ステップ構造が観測されている。講演では、CDWの
集団運動において、SAWが誘起する新奇フラクタル現象に関する理論研究
[3]を紹介する。また、最近の進展についても議論する予定である。
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